






〔結語〕 

 (i)腎生検により明らかな変化を認めた 12 例について,M.Bruce protocol stage 1～4 の

運動負荷を行った結果 

 1)尿中電解質の変動は,6 時間後には,負荷の影響はほとんどなくなってしまった。 

 2)蛋白尿,尿中β2MG の変動は,翌朝には,負荷の影響は,ほとんどないと思われた。 

 今回の運動負荷は腎疾患児たちの日常の運動と比べて,患児らの自覚的表現からみて,必

ずしも,強いとはいえないものであった。従って,負荷後,安静を保つ限り,この程度の運動

負荷は尿中蛋白,電解質の動きに関する限り,翌日まで腎に対する負担を残すものとは考え

られなかった。 


